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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第40期
第２四半期
連結累計期間

第41期
第２四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日

自　平成23年４月１日

至　平成23年９月30日

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日

売上高 （百万円） 8,592 11,010 18,890

経常利益 （百万円） 654 1,092 1,842

四半期(当期)純利益又は四半
期純損失(△)

（百万円） △218 64 455

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △269 △4 356

純資産額 （百万円） 6,487 6,931 7,062

総資産額 （百万円） 21,052 29,537 22,691

１株当たり四半期(当期)純利
益金額又は四半期純損失金額
(△)

（円） △17.34 5.10 36.13

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.8 23.4 31.1

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △978 △1,045 △475

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △522 △1,672 △1,704

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 2,259 4,298 1,793

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

（百万円） 2,774 3,042 1,504

　

回次
第40期
第２四半期
連結会計期間

第41期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日

至　平成22年９月30日

自　平成23年７月１日

至　平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 45.58 8.79

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　第40期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第41期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び第40期の潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第40期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

株式会社アーバンは、平成23年６月23日に当社役員個人の資産管理会社としての位置づけを明確にす

るべく定款の事業目的を変更したことに伴い、同日以降その他の関係会社に該当しないこととなりまし

た。

当社は、平成23年９月９日に米国のIcon International, Inc.の全株式を取得し、同社は当社の連結

子会社となりました。なお、同社は照明器具関連事業に属しております。

この結果、平成23年９月30日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社６社で構成されることと

なりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」か

らの重要な変更があった事項は以下のとおりであります。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

（Icon International, Inc.の連結子会社化について）

　当社グループは米国市場におけるＬＥＤ照明器具を中心とした当社製品の販売を推進するため、平成

23年９月９日に米国のIcon International, Inc.の全株式を取得し、連結子会社といたしました。今後

は同社との連携を密にし、適切に対応して行く方針でありますが、事業の展開等が計画どおりに進まな

い場合にのれんの減損処理を行う必要が生じる等、予測不能な事態が発生した場合には当社グループの

経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

(1)　業績の状況

（売上高）

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による生産の落ち込み、米国

の景気停滞、欧州の金融不安等により一層の景気減退の懸念が深まっております。

　このような状況の下で、当社グループは高付加価値空間創造企業として、省エネルギーと環境を重視

した高効率ＬＥＤ照明器具や省エネ機器の新製品開発並びに製造販売に経営資本を集中させて取り組

んで参りました。

　また、健全な企業体質を構築するために内部統制システムの充実と確立に向け内部統制委員会を中心

に体制の整備を進めて参りました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は110億10百万円（前年同四半期比28.1％の増収）と

なりました。

　なお、東日本大震災の影響により４、５月度は売上高が予算に達しませんでしたが、６月以降順調に回

復しております。また、一部設備の被害や停電等による影響はありましたが、企業活動に深刻な影響を

与える被害はありませんでした。

　10月初めよりタイ中部を中心に発生した洪水被害については、当四半期報告書提出日現在で直接的な

影響はなく、通常どおりの生産体制で業務を継続しております。今後も詳細な状況の把握に努め、重要

な変化が見込まれると判断された場合には速やかにお知らせいたします。

（経常利益）

売上高の増加に伴い、当第２四半期連結累計期間における経常利益は10億92百万円（前年同四半期

比66.9％の増益）となりました。

（四半期純利益）

　将来の為替リスクに備えるための為替予約等の評価損８億13百万円を特別損失に計上いたしました
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結果、四半期純利益は64百万円（前年同四半期は２億18百万円の四半期純損失）となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①照明器具関連事業

　業務用ＬＥＤ照明器具分野で業界トップクラスの品揃えと性能を実現し、東京、大阪、福岡、名古屋、仙

台、札幌の６大都市に設置したＬＥＤ照明器具専門のショールームを中心に展示会を開催し積極的に

拡販いたしました。

　その結果、従来の商業施設用照明器具メーカーから、業務用ＬＥＤ照明器具分野のトップメーカーと

してのブランドが定着し、特に大手設計事務所、スーパーゼネコン、サブコン等に評価され、百貨店やオ

フィス等の大型施設向けの販売が順調に推移いたしました。

　これにより、ＬＥＤ照明器具の売上高は74億円となり、当社の中核製品に成長し売上高の増加に大き

く貢献いたしました。

　海外子会社であるENDO Lighting(THAILAND)Public Co.,Ltd.及び昆山恩都照明有限公司（中国）は、

ＬＥＤ照明器具の主力製造工場としての体制が整い、高品質でローコストな製品の安定供給を実現し、

当社グループの売上並びに利益の拡大に寄与いたしました。

　この結果、売上高は107億75百万円（前年同四半期比34.3％の増収）（セグメント間取引含む。以下同

じ。）、セグメント利益（営業利益。以下同じ。）は18億87百万円（前年同四半期比44.0％の増益）とな

りました。

　なお、平成23年９月９日に米国のIcon International, Inc.の全株式を取得し、連結子会社といたし

ました。詳細は、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表 注記事項（企業結合等関係）」に記載の

とおりであります。

②環境関連事業

省エネ照明器具や制御機器のレンタル並びに販売が主体の子会社イーシームズ株式会社は、食品

スーパーを始め、流通店舗等の省エネ照明器具や制御機器による消費電力の削減効果が高い評価を得

て、順調に契約件数を伸ばしました。

　この結果、売上高は９億50百万円（前年同四半期比82.0％の増収）、セグメント利益は１億83百万円

（前年同四半期比167.0％の増益）となりました。

③インテリア家具事業

業務用家具に特化したカタログを建築士やインテリアデザイナー等に配布し、東京、大阪本社ショー

ルーム等を活用して積極的に販促活動に取り組む一方、家具流通における代理店の強化や特注家具の

販売にも積極的に取り組み、ブランドの浸透と販路開拓を進めて参りました。

　しかしながら、景気減速懸念に加え東日本大震災の影響により当第２四半期連結累計期間では減収と

なりましたが、コストダウン・物流効率化を推し進め採算性の向上を図っております。

　この結果、売上高は２億34百万円（前年同四半期比23.8％の減収）、セグメント損失は84百万円（前

年同四半期は60百万円のセグメント損失）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間における総資産は295億37百万円（前連結会計年度末比68億45百万円の増

加）となりました。

　主な要因は、現金及び預金の増加15億37百万円、売上債権の増加６億56百万円、棚卸資産の増加25億00

百万円、Icon International, Inc.の全株式を取得し連結子会社としたことによるのれんの発生８億
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30百万円によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間における負債は226億５百万円（前連結会計年度末比69億76百万円の増

加）となりました。

　主な要因は、仕入債務の増加12億６百万円、借入金の増加46億20百万円、デリバティブ債務の増加７億

５百万円によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間における純資産は69億31百万円（前連結会計年度末比１億30百万円の減

少）となりました。

　主な要因は、剰余金の配当１億26百万円によるものであります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、30億42百万

円（前年同四半期比２億67百万円の増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、10億45百万円（前年同四半期は、

９億78百万円の減少）となりました。

　主な要因は、増加要因として仕入債務の増加11億38百万円、デリバティブ評価損８億13百万円、減価償

却費４億22百万円、減少要因として棚卸資産の増加24億44百万円、売上債権の増加４億86百万円であり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、16億72百万円（前年同四半期は、

５億22百万円の減少）となりました。

　主な要因は、Icon International, Inc.の全株式を取得したことによる支出８億93百万円、有形固定

資産の取得７億97百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、42億98百万円（前年同四半期は、

22億59百万円の増加）となりました。

　主な要因は、借入金の増加44億24百万円及び配当金の支払１億25百万円であります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は１億98百万円であ

ります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。

　

(6)　従業員数

　（連結会社の状況）
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当第２四半期連結累計期間において、販売・生産体制の強化を図るべく人員の採用を拡大したこと

や、Icon International, Inc.の全株式を取得し連結子会社としたことに伴い、照明器具関連事業にお

いて前連結会計年度末と比べ330名増加しております。

　なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グ

ループへの出向者を含む就業人員数であります。

　

(7)　生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、照明器具関連事業の生産及び販売実績が著しく増加しており

ます。

　これは、節電意識の高まりから、従来の照明器具と比べ寿命が長く、省エネ効果の高いＬＥＤ照明器具

の需要が高まったことによるものであります。

　

(8)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

わが国経済は、東日本大震災の影響による生産の落ち込み、米国の景気停滞、欧州の金融不安等によ

り一層の景気減退の懸念が深まっております。

　このような厳しい情勢の下で当社グループといたしましては、商業施設分野で培った製品とノウハウ

を活用して独自性のあるＬＥＤ照明器具の開発を積極的に行い、従来の商業施設分野からの脱皮を図

り、非住宅分野全般を事業分野として高付加価値照明市場の開拓に取り組んで参ります。

　特に海外のＬＥＤ照明器具市場は潜在需要が大きく見込め、当社製品への期待も大きいことから積極

的に海外販売を実施し、ＥＮＤＯブランドの浸透と納入実績を着実に積み重ね国内依存型からグロー

バルな経営体制に移行すべく基盤を固めて参ります。

　その一貫として、平成23年９月９日に米国のIcon International, Inc.の全株式を取得し、連結子会

社といたしました。今後は同社を拠点に、米国でのＬＥＤ照明器具の販売を行って参ります。

　また、下半期には当社東京事業所及び東京青山事業所を一カ所に統合する予定であり、その機能集約

化を図り、更なるサービス向上を目指して参ります。

　更に、健全な企業体質を構築するために内部統制を充実させ、経営基盤の質的な強化と会社価値の向

上に取り組んで参ります。

震災に続く原発事故による電力不足により、従来以上に省エネ効果のあるＬＥＤ照明器具等の高効

率製品の需要が高まることが予想されております。更に、現況の世界的な課題としての地球温暖化防止

に向けて、環境に配慮したＬＥＤ照明器具等の製品開発を推進し、消費電力並びに二酸化炭素の削減に

積極的に取り組み、照明器具メーカーとしての責任を果たして参ります。

お客様の満足向上のためにニーズに合った製品の開発及び品質向上の強化を図り、高付加価値空間

創造企業としてブランド力強化と業績向上に努める所存であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,800,000

計 35,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,462,068 13,462,068
大阪証券取引所市場
第二部

単元株式数100株

計 13,462,068 13,462,068－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－ 13,462－ 3,529 － 2,169
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

株式会社アーバン 奈良県奈良市西大寺新池町４番40号 3,701 27.49

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 630 4.68

遠藤良三 奈良県奈良市 449 3.33

遠藤照明従業員持株会 大阪市中央区本町１丁目６番19号 423 3.14

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 405 3.00

遠藤正子 奈良県奈良市 404 3.00

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 269 2.00

野村信託銀行株式会社（投信
口）

東京都千代田区大手町２丁目２番２号 238 1.77

遠藤邦彦 奈良県奈良市 230 1.71

遠藤協力会社持株会 大阪市中央区本町１丁目６番19号 227 1.68

計 ― 6,980 51.85

(注)　１　所有株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

２　当社は自己株式843千株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－
権利内容に何ら限定の
ない当社における標準
となる株式　普通株式 843,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,617,400126,174 同上

単元未満株式 普通株式 1,268 － 同上

発行済株式総数 　 13,462,068－ －

総株主の議決権 　 － 126,174 －

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社遠藤照明
大阪市中央区本町
１丁目６番19号

843,400 － 843,400 6.27

計 － 843,400 － 843,400 6.27

（注）上記のほか、株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権10

個）あります。

なお、当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,654 3,192

受取手形及び売掛金 5,087 5,743

商品及び製品 3,418 4,534

仕掛品 402 781

原材料及び貯蔵品 2,326 3,333

繰延税金資産 372 652

その他 786 1,397

流動資産合計 14,048 19,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,957 4,114

減価償却累計額 △2,086 △2,151

建物及び構築物（純額） 1,870 1,963

機械装置及び運搬具 1,272 1,529

減価償却累計額 △969 △1,015

機械装置及び運搬具（純額） 302 514

土地 3,144 3,127

建設仮勘定 409 220

その他 2,504 3,018

減価償却累計額 △1,595 △1,835

その他（純額） 909 1,182

有形固定資産合計 6,635 7,007

無形固定資産

ソフトウエア 95 610

のれん － 830

その他 684 78

無形固定資産合計 779 1,519

投資その他の資産

投資有価証券 198 188

繰延税金資産 581 736

その他 732 739

貸倒引当金 △284 △287

投資その他の資産合計 1,228 1,375

固定資産合計 8,643 9,902

資産合計 22,691 29,537
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,307 4,514

短期借入金 4,181 7,746

1年内返済予定の長期借入金 737 1,004

未払法人税等 418 583

賞与引当金 224 159

製品保証引当金 180 202

事務所移転費用引当金 － 131

デリバティブ債務 117 188

その他 1,116 1,239

流動負債合計 10,283 15,769

固定負債

社債 300 300

長期借入金 1,396 2,185

退職給付引当金 426 440

役員退職慰労引当金 362 370

修繕引当金 10 13

デリバティブ債務 2,723 3,358

その他 126 166

固定負債合計 5,345 6,835

負債合計 15,629 22,605

純資産の部

株主資本

資本金 3,529 3,529

資本剰余金 2,176 2,176

利益剰余金 1,689 1,627

自己株式 △249 △249

株主資本合計 7,145 7,083

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 △7

為替換算調整勘定 △94 △152

その他の包括利益累計額合計 △93 △160

少数株主持分 10 8

純資産合計 7,062 6,931

負債純資産合計 22,691 29,537
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 8,592 11,010

売上原価 4,782 6,240

売上総利益 3,809 4,769

販売費及び一般管理費 ※１
 2,917

※１
 3,524

営業利益 892 1,245

営業外収益

受取利息及び配当金 2 7

仕入割引 2 14

受取賃貸料 10 12

その他 22 39

営業外収益合計 38 73

営業外費用

支払利息 34 55

売上割引 84 101

為替差損 143 63

その他 12 6

営業外費用合計 275 226

経常利益 654 1,092

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券受贈益 4 －

特別利益合計 4 0

特別損失

事務所移転費用引当金繰入額 － 131

デリバティブ評価損 771 813

その他 69 16

特別損失合計 841 961

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△181 131

法人税、住民税及び事業税 53 529

法人税等調整額 △15 △457

法人税等合計 37 72

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△219 59

少数株主損失（△） △0 △4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △218 64
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△219 59

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 △8

為替換算調整勘定 △47 △55

その他の包括利益合計 △50 △64

四半期包括利益 △269 △4

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △268 △2

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △2
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△181 131

減価償却費 279 422

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 5

賞与引当金の増減額（△は減少） 68 △64

製品保証引当金の増減額（△は減少） 18 21

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20 14

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 8

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） － 131

受取利息及び受取配当金 △2 △7

支払利息 34 55

固定資産除売却損益（△は益） 3 16

デリバティブ評価損益（△は益） 771 813

売上債権の増減額（△は増加） △963 △486

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,414 △2,444

仕入債務の増減額（△は減少） 511 1,138

未払金の増減額（△は減少） 120 206

その他 △48 △604

小計 △771 △641

利息及び配当金の受取額 2 7

利息の支払額 △33 △49

法人税等の支払額 △175 △361

営業活動によるキャッシュ・フロー △978 △1,045

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 77 －

有形固定資産の取得による支出 △592 △797

無形固定資産の取得による支出 △55 △36

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △893

その他 48 54

投資活動によるキャッシュ・フロー △522 △1,672

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,513 3,367

長期借入れによる収入 1,100 1,430

長期借入金の返済による支出 △228 △373

配当金の支払額 △125 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,259 4,298

現金及び現金同等物に係る換算差額 △125 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 633 1,537

現金及び現金同等物の期首残高 2,141 1,504

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,774

※１
 3,042
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間において、新たに連結子会社としたIcon International, Inc.を連結の範囲に含め、

四半期連結財務諸表を作成しております。
　

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行なわれる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

 

（事務所移転費用引当金の計上）

　当社東京事業所及び東京青山事業所の機能集約化に伴う移転により発生する費用に備えるため、合理的な見積額

を計上しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の特別損失として131百万円を計上しております。

　なお、当社東京事業所及び東京青山事業所の機能集約化に伴う移転は当連結会計年度末までに完了する見込みで

あるため、当引当金は当連結会計年度末には全額を取り崩す予定であります。
　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

前連結会計年度

(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日)

  偶発債務   偶発債務

保証債務
  下記の会社に対し、当社仕入債務の一括支払信託にか
かる受益権譲渡に関連して発生した同社の金融機関借
入金等に対する債務保証を行なっております。
（保証先） （極度額）
ノエル・カンパニー・リミテッド 650百万円

同左

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日

至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給与手当 964百万円

賞与引当金繰入額 115百万円

退職給付費用 76百万円

役員退職慰労引当金繰入額 6百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給与手当 1,041百万円

賞与引当金繰入額 139百万円

退職給付費用 90百万円

役員退職慰労引当金繰入額 8百万円

貸倒引当金繰入額 7百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日

至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年９月30日現在)

　

現金及び預金勘定 2,827百万円

計 2,827百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △53百万円

現金及び現金同等物 2,774百万円

　

　

現金及び預金勘定 3,192百万円

計 3,192百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △150百万円

現金及び現金同等物 3,042百万円

　
　 　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 126 10.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月８日
取締役会

普通株式 63 5.00平成22年９月30日平成22年12月３日利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日
定時株主総会

普通株式 126 10.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 157 12.50平成23年９月30日平成23年12月２日利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
照明器具
関連事業

環境関連事業
インテリア
家具事業

リビング事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,799 421 307 64 8,592 8,592

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

221 101 － － 322 322

計 8,021 522 307 64 8,915 8,915

セグメント利益又は損失
（△）

1,310 68 △60 △28 1,290 1,290

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,290

セグメント間取引消去 △62

全社費用（注） △335

四半期連結損益計算書の営業利益 892

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門に係る費用であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
照明器具
関連事業

環境関連事業
インテリア
家具事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,871 904 234 11,010 11,010

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

903 46 － 949 949

計 10,775 950 234 11,959 11,959

セグメント利益又は損失
（△）

1,887 183 △84 1,986 1,986

(注) なお、前連結会計年度末をもってリビング事業から撤退しております。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,986

セグメント間取引消去 △122

全社費用（注） △618

四半期連結損益計算書の営業利益 1,245

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門に係る費用であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「照明器具関連事業」セグメントにおいて、「企業結合等関係」に記載のとおり、平成23年９月９日に、

Icon International, Inc.の全株式を取得し連結子会社としたことから、のれんの金額に重要な変動が生

じております。

　なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては830百万円であります。
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(金融商品関係)

前連結会計年度末（平成23年３月31日）

（単位：百万円）

科目 連結貸借対照表計上額 時価 差額

デリバティブ取引（※） （2,840） （2,840） －

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい

ては、（　）で表示しております。

（注）時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等によっております。

　

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

デリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

（単位：百万円）

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額

デリバティブ取引（※） （3,546） （3,546） －

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい

ては、（　）で表示しております。

（注）時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等によっております。

　

(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末（平成23年３月31日）

（単位：百万円）

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 評価損益

通貨関連
オプション取引 4,461 △662 △662

スワップ取引 15,508 △2,125 △2,125

商品関連 スワップ取引 298 △53 △53

(注) １　時価の算定方法は、取引金融機関から提示された価格等によっております。

２　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

対象物の種類が通貨関連及び商品関連であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要

なものとなっており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

認められます。

（単位：百万円）

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 評価損益

通貨関連
オプション取引 4,076 △749 △749

スワップ取引 14,390 △2,702 △2,702

商品関連 スワップ取引 274 △94 △94

(注) １　時価の算定方法は、取引金融機関から提示された価格等によっております。

２　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

　①  被取得企業の名称及び事業の内容

　　　被取得企業の名称    Icon International, Inc.

　　　事業の内容          照明器具の製造販売

　②  企業結合を行った主な理由

　　　グローバル戦略のスピードを上げ米国市場における当社製品の販売を推進するため。

　③  企業結合日

　　　平成23年９月９日

　④  企業結合の法的形式

　　　株式取得

　⑤  結合後企業の名称

　　　名称変更はありません。

　⑥  取得した議決権比率

　　　100％

　⑦  取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　当社が現金を対価としてIcon International, Inc.の株式を100％取得したため。

　

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　当第２四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績を含めておりません。

　

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 846百万円

取得に直接要した費用（アドバイザリー費用等）  83百万円

取得原価 930百万円

　

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①  発生したのれんの金額 

  830百万円

②  発生原因

  主として、Icon International, Inc.が営業展開する地域において、当社製品の販売推進により期待さ

れる超過収益力であります。

③  償却方法及び償却期間

  20年間にわたる均等償却

EDINET提出書類

株式会社遠藤照明(E01986)

四半期報告書

22/25



　 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△17円34銭 5円10銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(百万円)

△218 64

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(百万円)

△218 64

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,618 12,618

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、また

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　

２ 【その他】

第41期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年11月11日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり配当を行うことを決

議いたしました。

①配当金の総額                                    157百万円

②１株当たりの金額                                12円50銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成23年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
　

平成23年11月11日

株式会社遠藤照明

取締役会  御中
　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柏木    忠            印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡本  伸吾            印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社遠藤照明の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成23年７月1日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社遠藤照明及び連結子会社の平成23年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報
告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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